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Ⅰ．はじめに

　日本における新卒看護師は、高度専門化する医療情

勢と超高齢化社会が相まって、今まで以上に高い専門

的能力と技術、人間性が求められている。しかし、看

護基礎教育機関を卒業したばかりの看護師と臨床で求

められている看護師像には大きな乖離があり、新卒看

護師の離職が問題視され、その結果多くの対策がなさ

れた。その一つとして、2010 年度から「新人看護職

員研修ガイドライン」1）に沿った新卒看護職員研修の

努力義務化が始まった。これらの対策の効果もあり、

2016 年４月に発表された「2015 年 病院看護実態調

査」結果速報２）では、新卒看護師の離職率は、調査開

始の 9.3％から 7.5％となり、2011 年からは横ばい傾
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向となっている。

　現在若手看護師の職場教育は、新卒看護師は院内・

病棟内で手厚い指導を受け、３年目看護師はリーダー

業務等で新たに先輩看護師から指導を受けている。２

年目看護師は看護師としての技術も専門的判断力も十

分ではないにもかかわらず、新卒看護師の入職ととも

に多くの指導の手が離れ、さらに新卒看護師のプリセ

プターなど新たな役割を担う現状にある。

　２年目看護師について、荒木らは、「特に身体侵襲

がある高い技能が求められる難易度の高い看護技術に

ついては、自己評価『不安なく１人でできる』の習得

状況は 50％程度の低い到達度であった」3）と報告し、

川野らは、九州地方の 58 施設の病棟師長を対象とし

た研究の中で、「看護師長の約９割が『卒後２年目看

護師の育成について問題がある』と回答し、そのうち

の約６割は『卒後２年目看護師の教育体制が不十分だ

と思っている』ことが明らかになった」4）と報告して

いる。２年目看護師は、新卒看護師への指導を横目に

自身の知識・技術不足を打ち明けられず、２年目看護

師ならではの独り立ちへの戸惑いや経験を重ねること

に不安や恐怖を感じている看護師も多いのではないか

と考えた。また、新卒看護師の離職率が減少したとは

いえ、２年目以降の看護師の離職率も減少していると

は言い難い２）。しかし、２年目看護師を対象にした先

行研究は、新卒看護師を対象にした研究と比較すると

ごくわずかな数しか行われていない。そこで、２年目

看護師の３年目に至る過程において成長発達したプロ

セスを明らかにすることで、看護師のキャリアを積む

うえでの支援に対する基礎データが得られると考えた。

Ⅱ．研究目的

　２年目看護師が３年目に至る過程において、就業上

困難なことや職業継続要因につながる思いや体験から、

成長発達したプロセスを明らかにする。

Ⅲ．研究方法

１．研究協力者

　看護系大学を卒業し、地方の約 600 床を有する A

総合病院に勤務する２年目看護師 10 名とし、そのう

ち同意の得られた７名を対象とした。選定には A 総

合病院看護部長のネットワークを活用した。選定にあ

たっては、就業２年目の退職予定のない看護師で、自

身の思いや体験を言語化でき、かつ病棟や診療科に偏

りがないよう依頼した。

２．データ収集期間

　2015 年 11 月～ 2016 年１月

　２年目看護師の思いや体験を入職から調査時期まで

の期間を追って振り返るため、半年以上経過した時期

を選定した。

３．データ収集方法

　インタビューは個人情報保護対策について同意を得

られた研究協力者に対し、個別でインタビューガイド

に沿って１人当たり１回 30 分程度実施した。内容は

本人の同意を得て IC レコーダーに録音した。インタ

ビューの場所は、研究協力者が希望するプライバシー

が守られる個室で実施した。

　研究協力者の思いや表情、語られる言葉に対して敏

感に察知し、発言内容は批判されたり意見されること

はない、という雰囲気の中でインタビューが行われる

よう常に意識して雰囲気づくりに努めた。

４．調査内容

　研究協力者の属性（年齢、性別、所属部署・診療科）

と、２年目看護師になってからの思いや体験を中心に、

インタビューガイドに沿って、１年目との違いや感じ

ていること、どのような支援を受けているのか、希望

することなどについて語ってもらった。

５．データ分析方法

　インタビューから得たデータを逐語録にし、２年

目看護師が語った体験や感情に留意しながらまとめ

た。２年目看護師の思いや体験をデータとして語りを
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忠実にコード化し、意味内容が同じコードをサブカテ

ゴリーとし、より抽象度を上げるために中カテゴリー、

大カテゴリーを抽出した。この分析過程では、信頼性

と妥当性を高めるために研究者全員が合意するまで実

施した。

Ⅳ．倫理的配慮

　本研究は、順天堂大学保健看護学部研究倫理委員会

の承認を得て実施した（順保倫第 27-03 号）。

　研究協力者には、研究の目的・意義・方法・データ

の閲覧・保管方法・データの公表、および個人情報の

保護策について、文書および口頭で説明を行った。研

究の同意については、本人の自由意思であり、研究協

力の撤回や中断をした場合においても業務には一切影

響しないことを保証した。

Ⅴ．結　果

　研究協力者は２年目看護師７名で平均年齢 23.7 歳、

性別はすべて女性だった。所属部署は、外科系２名、

内科系２名、その他３名だった。

　インタビューから、２年目看護師の成長発達につな

がる思いや体験について 296 コードが抽出され、そ

こから 54 サブカテゴリー、17 カテゴリー、６中カ

テゴリー、３大カテゴリーを抽出した。

　サブカテゴリーを＜　＞、カテゴリーを「　」、中

カテゴリーを『　』、大カテゴリーを【　】で表記し、

以下、大カテゴリー別に分析結果を説明する。

１．【２年目看護師の精一杯さ】

　この大カテゴリーに至る、語りから得られた代表的

なコードは、

　・受け持ち患者も重症度が高い人が当たり前になっ

　　た。

　・２年目になると私以上に分からない新人が入って

　　くるので、逆に私がサポートする側になる。

　・２年目になってからは常に多重課題をやっている

　　ような感覚。

　・１年目の終わりで業務ができるようになって、だ

　　んだん独り立ちして自分のペースで仕事ができる

　　ようになり安心したら、２年目になって「あれ？

　　こんなにできなかった？」みたいになる。

　などだった。

　２年目になると＜ 1 年目よりも重症患者を受け持

つようになる＞、＜１年目看護師へ指導する側の一員

になる＞ため、「仕事の質と量、役割、責任の増加」

を感じていた。その中で＜マンツーマンで指導しても

らえない＞、＜ 1 年目と比べると集団研修の数が減っ

た＞などの「フォロー体制の減少」から『新卒看護師

の配属に伴う業務・指導体制の変化』を実感していた。

また、＜ 1 年目看護師へどのように指導したらいい

のか方法が分からない＞、＜２年目として成長してい

ないことを指摘されそうで相談を躊躇する＞、＜独り

立ちすることに不安がある＞、＜ 1 年目看護師が受

けている指導がうらやましい＞など、「１年目看護師

への指導の苦労と戸惑い」や「２年目になって感じる

相談への躊躇」など、誰に何を相談したらいいのか困

惑し、「２年目になって感じる不安」「１年目看護師の

指導体制がうらやましい」など、自分たちが置かれて

いる現状から先輩看護師としての忙しさを感じつつ、

自信のない中で身動きがとれない様子もうかがえた。

しかし、２年目看護師なりに『自信のない役割を背負

うことに伴う感情の揺らぎ』などの体験の中で、手探

り状態で仕事に取り組んでいる姿がうかがえた。

２．【仕事をする上での支え】

　この大カテゴリーに至る、語りから得られた代表的

なコードは、

　・体験できていない初めてのことは、そばで丁寧に

　　教えていただきたい。

　・リーダーになる前段階として、スタッフのうちか

　　らできることやリーダーになる心構えを教えても

　　らえると嬉しい。



内野恵子：２年目看護師の体験から考える成長発達過程62

表１ ２年目看護師の体験について
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　・２年目になってこそ、先輩たちから色々と教わり

　　たい。３年目はリーダーになるので知識面での強

　　化ができると思う。

　・２ヵ月に 1 回の「エルダー会」で、１年目の教

　　育面での話し合いの中で、自分たちの振り返りも

　　行っている。

　などだった。

　２年目になったとはいえ体験していない看護技術も

あり、＜初めてのケアはそばで丁寧に教えてもらいた

い＞や＜リーダートレーニングを短期間でやるのでは

なく、内容・期間を充実して欲しい＞などの「教育支

援についての要望」があった。新卒看護師との関わり

についても ＜エルダーの役割が果たせているか、主

任などと定期的に振り返っている＞ など、新たな新

卒看護師指導という役割を担っている中で、見守られ

ていると感じていた。「先輩看護師からの欲しいとき

に得られるフォロー」や「管理者による状況把握」「相

談しやすい職場環境」「同期・１年時の指導看護師・

師長や主任との関わりから得られる安心感」など、支

援を必要とした時にすぐに対応してもらえる『教育シ

ステムや体制面でのサポート』を求めていた。一方、

＜あえて今、病棟の教育支援はなくていいと感じてい

る＞２年目看護師は、『見守り体制ができている職場

風土』の中で３年目に向けての体験を積み重ねていた。

３．【芽生え始めた専門職としての自覚と行動】

　この大カテゴリーに至る、語りから得られた代表的

なコードは、

　・今半年以上経って、その時よりは覚えたことも自

　　信がついたこともあり、前よりは負担になってい

　　ない。

　・２年目になって、自分が勉強してきたことが実際

　　の患者のケアとつながると「こういう事か」と納

　　得できることが増えた。

　・先輩に迷惑はかけられないという思いがある。

　・今まではリーダーを頼りにしていたが、これから

　　は仕事も自分からわかりやすく１年目に依頼し、

　　全体を見ながら動けるようになりたい。

　などだった。

　２年目も半年を過ぎると＜自信をもって行える看護

援助が増えた＞、＜知識と経験が結びつき、患者を看

られるようになった＞ など、看護の楽しさや仕事の

段取りができるようになったことから「看護への自信

の取戻し」や「仕事の余裕」を感じていた。その一方で、

＜曖昧な状態で実践している自覚がある＞、＜２年目

として職場で果たせる役割を模索している＞ など３

年目に向けてこのままでいいのかと「責任感と自律心

の芽生え」や「主体的な行動への変化」がみられてい

た。２年目当初に比べると看護への『やりがいや楽し

さの実感』『自律の芽生え』が自覚できるほど成長し「看

護師継続への思い」も語っていた。　

Ⅵ．考　察

　本研究では、２年目看護師の思いや体験として【２

年目看護師の精一杯さ】【仕事をする上での支え】【芽

生え始めた専門職としての自覚と行動】の３つの大カ

テゴリーが抽出された。各カテゴリーについて考察し

ていく。

１．【２年目看護師の精一杯さ】

　２年目看護師は新卒看護師を迎えた当初を振り返り、

＜ 1 年目よりも重症患者を受け持つようになる＞＜緊

張感や負担感が増している＞＜できない自分を再認識

する＞＜２年目として成長していないことを指摘され

そうで相談を躊躇する＞＜独り立ちすることに不安が

ある＞など、「仕事の質と量、役割、責任の増加」や「フォ

ロー体制の減少」に戸惑い、それに合わせ「２年目に

なって感じる相談への躊躇」や「２年目になって感じ

る不安」など、誰を頼ったらいいのか分からない、先

輩看護師の評価を気にして萎縮している様子など、２

年目ならではの困難さを感じた発言だった。２年目看

護師について丸山らは、「２年目看護師は一人前とし
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て期待され責任も増える一方で、多重業務を遂行する

力量がまだ不足している」5 )や、「２年目看護師は責任

を感じつつも、思うように進まない業務を前にとまど

い、協力を求めている」5 )と報告し、本研究協力者の発

言と一致していた。１年間のマンツーマンでのフォ

ローから２年目になった途端の急な独り立ちや重症患

者の受け持ちなど、２年目看護師なりに状況の変化に

精一杯適応しようと努力していた。このような時期に

こそ病棟でできる支援とは、現状を適切に評価し、で

きない部分は２年目なのにと決めつけるのではなく病

棟全体で成長を見守り続けていくことで、２年目看護

師は安心感の中で、未体験の看護技術の習得や学習に

集中できると考えた。

２．【仕事をする上での支え】

　２年目看護師の支えになっていたものは、＜師長か

ら頼りにされている＞＜ 1 年目の時のエルダー・メ

ンター看護師が今でも支えになっている＞＜同期の存

在から得られる安心感と大切さを再認識する＞など、

同期や１年目の時の指導看護師、そして病棟師長など

の管理職者だった。小川は、「自信がなく不安なまま

の看護実践を行う２年目看護師にとって、信頼する先

輩看護師との確認や承認などのフィードバックは、判

断能力に自信をつけ、より主体的な看護実践をおこな

えるようになる」6 )と報告し、奥園は、同期の看護師

の存在は精神面において大きな支えになる7 )と述べて

いる。また上司について水野らは、「看護職者の能力

向上や自己認識を深める上で影響が大きく、上司によ

る支援のない場合にはキャリア発達が停滞する」8 ) と

報告している。２年目看護師は、平坦でまっすぐな道

のりを進んでいるのではなく、幾重にもなる新たな困

難に立ち向かっていた。先輩看護師との人間関係の構

築や同期・１年時の指導看護師、師長・主任からの定

期的なフォローに支えられ、仕事の楽しさややりがい

を見出すことは、キャリアを積み重ねていく礎となる

大切な体験だと考えた。

３．【芽生え始めた専門職としての自覚と行動】

　２年目も半年を経過すると、＜自信を持って行える

看護援助が増えた＞＜知識と経験が結びつき、患者を

看られるようになった＞＜業務にゆとりができる＞と、

『やりがいや楽しさの実感』がある一方で、＜自分が

行ってもいいのかと戸惑いながら仕事をしている＞ 

＜２年目なりの経験と業務から、責任の重さと範囲を

改めて実感する＞＜与えられた学習から必要性を感じ

主体的に行う学習に変化した＞など、できない自分と

真摯に向き合い、それを克服するためにどのような対

策を行ったらいいかを主体的に考え始めている様子が

うかがえた。松岡は、「卒後２年目看護師は、知識や

技術の習得を目指した受動的な学習から、役割を遂行

するための自主的な学習、看護の知を探求し始める重

要な学習の移行期である」9)と報告し、高橋らも、「（就

職後）１年間の教育においては主体性の獲得を目指す

ことは困難であり、２年目になるにあたっては主体性

の獲得を重大目標とした教育計画が必要である」10 ) と、

２年目を教育における重要な時期と報告している。１

年目の時のように誰かが何かを指示してくれるのを待

つのではなく、看護の体験から自己課題を見つけ、周

囲の力を借りながら解決できるような職場環境を整え

ることが、２年目看護師の成長を促すうえで必要だと

考えた。

４．２年目看護師の成長発達につながる思いや体験の

　プロセス

　以上のことから、２年目看護師の成長発達のプロセ

スを構造図（図１）にまとめた。入職時はプログラム

に沿った教育指導を受けていたが、２年目になると特

化した教育プログラムはなくなり、２年目当初は新た

な役割や置かれている環境に対応し、その責任を果た

そうと精一杯努力していた。そのなかで、入職当時と

変わりない先輩看護師、師長・主任からの支援を改め

て実感し、同期の存在に支えられ、専門職としての自

覚や行動へとつながり、看護師継続への思いを抱くに
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至っていた。

　菊池は、「看護職の自律性を構成する各能力（認知

能力、実践能力、具体的判断能力、抽象的判断能力、

自立的判断能力）は、臨床経験３年を境に大きく高ま

り、その後一時低下あるいは安定するが、臨床経験

10 年を超えるとさらに上昇するというように、段階

的に能力を伸ばしている」11 ) と報告している。入職後

１年間は院内・病棟内の研修プログラムに則り手厚い

指導を受けているが、２年目になるとあらゆることか

らの独り立ちを求められる。今回の研究協力者らは、

サポートする職場のメンバーに変化はないものの、２

年目に特化した教育支援がない中で急激な独り立ちに

伴う責任感や見放され感に支配され、一時的に関心が

自分自身に向いているものと考えられた。しかし、２

年目という経過を振り返った時に、相談しやすい職場

風土の中で１年目より成長できたと実感できていた。

以上から、２年目看護師は１年時と同様の綿密な教育

計画は必要としていないが、新人看護師を迎え病棟が

忙しくなる前半の時期にこそ、先輩看護師や管理者か

らの承認の声かけや適切な評価が２年目看護師の不安

や戸惑いを和らげ、常に見守られているという安心感

の中で、やる気を支え、看護師継続の意思が持てるよ

うに成長していくものと示唆された。

Ⅶ．結　論

１．２年目看護師は、初めて迎える後輩や病棟内での

　指導体制の変化に戸惑いを感じていた。しかし、１

　年時の指導看護師や同期、管理者らに適宜相談し、

　自身で判断・実施できることも増え、看護師として

　のやりがいや責任の重さを自覚していた。

２．２年目看護師の仕事をする上での支えは、同期の

　看護師、１年目の時にサポートしてくれた先輩看護

　師、師長・主任だった。
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